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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:200-1:1000,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,!P 1:50-1:200

Calculated MW:76kD;Observed MW:76kD
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[RefSeq #2ft. 201359 A]
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。小胞体膜；膜タンパク質；細胞質側。細胞質、核周縁部。負に帯電したリン脂質に優先的に結合します（PubMed:21900240）。核周縁部でCCHFVタンパク質Nと共局在します（PubMed:15047845）。[アイソフォーム2]：細胞質。核。HSV-1感染細胞の核に移行します（PubMed:20603636）。この遺伝子は、細胞の抗ウイルス応答に関与するグアノシン三リン酸（GTP）代謝タンパク質をコードします。コードされたタンパク質は、I型およびII型インターフェロンによって誘導され、いくつかの異なるRNAおよびDNAウイルスの複製プロセスに拮抗します。この遺伝子に隣接する21番染色体上に関連遺伝子が存在し、4番染色体上にはクラスター状に複数の擬似遺伝子が存在する。選択的スプライシングにより、複数の転写産物変異体が生じる。[RefSeq提供、2013年9月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	A549細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをMX1ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

